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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
十
八
）
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住
井
す
ゑ
の
小
説『
大
地
に
ひ
ら
く
』

ー
昭
和
初
期
の
主
な
文
学
作
品
ー

　

昭
和
初
期
に
お
け
る
主
な
文
学
作
品
は
、

ま
ず
昭
和
３
年（
１
９
２
９
年
）の
住
井
よ
り

１
歳
若
い
林
芙
美
子（
昭
和
２
年
１
月
か
ら

昭
和
５
年
５
月
ま
で
阿
佐
ヶ
谷
在
住
）
が
文

人
芸
術
に『
放
浪
記
』の
連
載
を
始
め
た
。

　

翌
４
年
に
島
崎
藤
村
が
中
央
公
論
に
明
治

維
新
に
奔
走
し
た
父
親
の
生
涯
を
歴
史
的
に

と
ら
え
た
大
作『
夜
明
け
前
』の
連
載
を
始
め

た
。
こ
の
年
に
は
犬
田
家
の
す
ぐ
近
所
に

住
む
小
林
多
喜
二
が
ナ
ッ
プ（
全
日
本
無
産

者
芸
術
連
盟
）
機
関
誌『
戦
旗
』
に
中
編
小
説

『
蟹か

に
こ
う
せ
ん

工
船
』を
発
表
し
て
、
優
れ
た
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
作
家
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

　

同
５
年
は
阿
佐
ヶ
谷
に
住
む
横
光
利
一
が

心
理
主
義
作
品『
機
械
』を
発
表
し
、
同
８
年

に
は
一
時（
昭
和
２
年
５
月
か
ら
12
月
ま
で

の
７
カ
月
間
）
阿
佐
ヶ
谷
の
一
角
に
住
ん
で

い
た
川
端
康
成
が『
禽

き
ん
じ
ゅ
う
獣
』を
発
表
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
昭
和
３
年
の
１
月
30
日
に
読
売

新
聞
が
創
立
55
周
年
記
念
の
懸
賞
小
説
を
公

募
し
た
。
公
募
の
要
項
は
、
物
語
の
梗こ

う
が
い概
と

初
め
の
30
回
分
だ
け
を
６
月
末
日
ま
で
に
提

出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
住
井
は
こ
れ
に
応

募
し
よ
う
と
決
心
し
た
。
生
活
費
の
た
め
の

童
話
書
き
と
家
事
に
追
わ
れ
て
い
て
長
編

を
一
気
に
書
き
下
ろ
す
の
は
と
て
も
無
理
で

あ
っ
た
が
、
30
回
分
だ
け
な
ら
３
月
ご
ろ
か

ら
書
き
始
め
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
と

思
い
、
家
事
の
合
間
に
粗あ

ら
す
じ筋
だ
け
を
頭
に
描

い
て
い
た
。
小
説
は『
大
地
に
ひ
ら
く
』と
題

し
、
作
品
の
主
た
る
場
を
住
井
の
出
身
地
奈

良
の
農
村
に
設
定
、「
地
主
が
農
地
を
全
て
小

作
人
に
解
放
し
、
理
想
的
な
新
し
き
形
態
の

農
村
を
建
設
す
る
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で

あ
っ
た
。「
農
地
解
放
」
は
夫
卯し

げ
るの
思
想
と
共

通
し
、
長
塚
節（
結
城
郡
国こ

っ
し
ょ
う
む
ら

生
村
・
現
常
総

市
出
身
）
の
小
説『
土
』
の
影
響
も
受
け
て
い

た
よ
う
だ
。

　

選
者
の
武む

し
ゃ
の
こ
う
じ
さ
ね
あ
つ

者
小
路
実
篤
は「
し
ま
ひ
が
少

し
活
動
的
に
な
り
す
ぎ
て
ゐ
た
」
と
評
し
て

い
た
が
、
主
人
公
精
一
が
、
物
語
の
最
初
で

都
会
生
活
を
捨
て
農
村
に
理
想
社
会
を
建
設

し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
自
分
の
理
想
実

現
へ
向
け
た
実
践「
新
し
き
村（
大
正
11
年
に

宮
崎
県
児こ

ゆ

ぐ

ん

湯
郡
木き

じ
ょ
う
む
ら

城
村
に
開
い
た
）」建
設
と

重
な
る
共
感
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結

局
、『
大
地
に
ひ
ら
く
』
は
２
等
に
入
選
し
て

住
井
は
１
千
円
の
賞
金
を
獲
得
し
た
。
１
千

円
は
大
変
な
金
額
だ
っ
た
。
こ
の
年
の
国

家
施
行
予
算
が
17
億
５
９
３
１
万
８
千
46
円

で
、
当
時
の
女
性
の
事
務
員
の
月
給
が
20
円

か
ら
50
円
だ
っ
た
。

野
口（
雨
情
）家
と
犬
田
家
の
交
際

　

一
方
、
田
端
文
士
芸
術
村
で
野
口
雨
情
一

家
と
犬
田
家
の
交
際
が
始
ま
っ
て
い
た
が
、

そ
の
交
際
は
犬
田
家
が
杉
並
町
に
移
っ
て
か

ら
も
続
い
て
い
た
。

　

昭
和
６
年
の
２
月
に
犬
田
家
で
は
二
男
の

充み
つ
るが

生
ま
れ
た
。
こ
の
年
の
夏
、
雨
情
が
北

多
摩
郡
武
蔵
野
町（
市
）吉
祥
寺
の
自
宅
か
ら

小
瓶
を
抱
え
中
央
線
に
乗
っ
て
度
々
犬
田
家

を
訪
ね
た
。
雨
情
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
三

男
の
在の

ぶ

や彌
に
与
え
る
た
め
住
井
の
母
乳
を
分

け
て
も
ら
い
に
来
て
い
た
の
だ
。
住
井
も
二

男
充
を
背
負
い
、
長
女
か
ほ
る
を
連
れ
て
何

度
か
雨
情
宅
に
行
き
、
雨
情
の
三
男
在
彌
に

乳
を
あ
げ
て
い
た
。―

か
ほ
る
の
記
憶
に
よ

れ
ば
、
雨
情
は
か
な
り
の
豪
邸
に
住
ん
で
い

た
と
い
う
。

　

雨
情
は
、
自
ら
刊
行
の
創
作
民
謡
集
枯
草
、

第
一
童
謡
集
『
十
五
夜
お
月
さ
ん
』、
民
謡

集
別
後
、
童
謡
集
『
青
い
目
の
人
形
』、
そ

れ
に
編
集
を
担
当
し
て
い
た
『
金
の
船(

の

ち
『
金
の
星
』）』
に
、
童
謡
、
民
謡
、
流
行

歌
を
発
表
し
て
い
た
。
そ
の
主
な
作
品
名
に

は
、『
十
五
夜
お
月
さ
ん
』『
船
頭
小
唄
』『
七

つ
の
子
』『
赤
い
靴
』『
青
い
眼
の
人
形
』『
赤

と
ん
ぼ
』『
黄こ

が
ね
む
し

金
虫
』、
生
後
間
も
な
く
亡
く

な
っ
た
わ
が
子
へ
の
鎮ち

ん
こ
ん
か

魂
歌
と
い
わ
れ
る

『
シ
ャ
ボ
ン
玉
』『
証
城
寺
の
狸
囃
子
』『
雨

降
り
お
月
さ
ん
』『
俵
は
ご
ろ
ご
ろ
』『
磯
原

節
』『
波
浮
の
港
』『
上
州
小
唄
』『
大
阪
城

小
唄
』『
春
の
唄
』『
か
も
め
』
な
ど
が
あ
る
。

　

他
方
で
雨
情
は
、
茨
城
県
土
浦
市
立
土
浦

小
学
校
、
兵
庫
県
立
姫
路
工
業
高
等
学
校
、

和
歌
山
県
高
野
口
町
立
応
其
小
学
校
、
長
崎

県
佐
世
保
市
立
大
野
小
学
校
、
東
京
都
武
蔵

野
市
立
第
一
小
学
校
な
ど
28
校
の
校
歌
も
作

詩
し
て
い
る
。

　

雨
情
は
そ
の
63
年
の
生
涯
の
中
で
、

２
０
０
０
余
点
に
の
ぼ
る
詩
を
残
し
て
い
る
。

　

武
蔵
野
市
の
井
の
頭
池
畔
に
昭
和
27
年

（
１
９
５
２
年
）
に
雨
情
会
（
初
代
会
長
中

山
晋
平
）
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
碑
が
建
て

ら
れ
、
そ
の
碑
に
は
雨
情
作
詩
『
井
の
頭
音

頭
』
の
一
節
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

『大地にひらく』－この小説が住井す

ゑの出世作になった。




